
おおの

議会だより

審議日程

10日 本会議 (会期の決定、議案
上程、提案理由の
説明)

11日休会
12日 本会議(一般質問)
13日 本会議(一般質問、請願・

陳情上程、各案件
委員会付託)

14日休会
15日休会
16日 休 会
17日 委員会(建設・産業経済)
18日 委員会(教育民生・総務)
19日 委員会(総合病院対策特別)
20日 本会議(各委員長報告、質

疑・討論 ・採決、
追加議案、市会案
上程、採決)
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第257回 9月定例会

平成2年度各会計歳入歳出決算認定は継続審査

第257固定例市議会は9月10日招集され、会期を20日までの竹日間と定め、

理事者から提出の議案13件と市会案4{牛を審議しまし定。

初日には、 「平成3年度補正予算案」をはじめ、提出されだ議案について、

提案理由の説明が行われましだ。

旬、 13日には一般質問ガ行われ、質問終結後、各議案ならびに請願・陳情丈

各委員会に伺託されましだ。

最終日には、理事者から提案の議案8件を可決。引き続き追加提案されだノ

事議案3件に同意の後、議員提案による「非核都市平和宣言に関する決議_ltc 
ど4件を司決しまし疋。

その後、 任期満了に伴う選挙管理委員および補充員の選挙が行われましだ。

市民の皆さんから出されだ請願・陳情の結果は別掲のとおりです。



市
街
地
活
性
化
対
策
に

つ
い
て

問
①
駐
車
場
の
確
保
は
、
市
街
地

活
性
化
対
策
の
重
要
な
施
策
の
一
つ

で
あ
る
。
駐
車
場
の
全
体
的
な
基
本

計
画
を
示
せ
。

①
「
歴
史
の
路
整
備
事
業
L

の
具

体
的
計
画
と
地
元
負
担
の
割
合
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答

①
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
越

前
大
野
駅
前
駐
車
場
を
整
備
す
る
。

ま
た
観
光
客
が
集
中
す
る
日
曜
・

休
日
は
、
市
役
所
前
等
の
公
共
施
設

利
用
の
周
知
を
図
る
。
き
ら
に
公
営

駐
車
場
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

事
業
所
や
商
庖
街
等
民
間
の
協
力
を

得
る
た
め
の
努
力
も
し
た
い
。

①
本
年
度
は
七
間
通
り
の
本
町
1

五
番
聞
を
石
畳
舗
装
に
改
良
す
る
。

平
成
四
年
度
は
七
開
通
り
の
五
番

ー
寺
町
聞
と
寺
町
通
り
を
、
五
年
度

は
石
灯
篭
通
り
の
舗
装
と
歩
道
の
石

畳
舗
装
、
そ
し
て
現
在
の
元
町
駐
車

場
の
一
部
を
名
水
公
園
に
す
る
計
画

で
、
総
事
業
費
は
六
億
八
千
五
百
万

円
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
地
元
負

担
金
は
な
い
。

道
路
位
置
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
と
現
状
に
つ
い
て

問
中
部
縦
貫
自
動
車
道
、
六
聞
か

ら
国
道
一
五
八
号
線
の
ア
ク
セ
ス
道

路
、
東
縦
貫
線
道
路
等
の
位
置
決
定

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
現
状
に
つ
い
て

コ
剛
4

i

~
」

、
1

0

，小
r
t
u
v
J
J
'
』
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答
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
基
本
計

画
に
お
け
る
道
路
決
定
は
建
設
省
が

国
土
地
理
院
の
図
面
を
基
に
行
う
も

の
で
、
市
町
村
は
参
画
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
大
規
模
な
高
速
交
通
体
系

で
あ
り
、
合
法
的
に
策
定
す
る
た
め

で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
沿
線
関
係
区
長
を

中
心
に
説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
中

津
川
か
ら
和
泉
村
ま
で
の
ル

l
ト
が

未
決
定
で
あ
る
こ
と
と
、
イ
ン
タ
ー

付
近
の
開
発
計
画
等
の
諸
問
題
が
あ

る
た
め
、
建
設
省
に
よ
る
地
元
説
明

会
が
で
き
ず
大
変
遅
れ
て
い
る
。

東
縦
貫
線
と
六
聞
か
ら
国
道
一
五

八
号
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
い

ず
れ
も
都
市
計
画
街
路
と
し
て
、
次

の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。

一
、
素
案
の
作
成
と
県
と
の
協
議

二
、
地
元
説
明
会

三
、
原
案
の
作
成

四
、
市
の
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
り

決
定
し
、
公
告
・
縦
覧

五
、
住
民
の
意
見
に
よ
り
調
整

六
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問

七
、
知
事
の
承
認

八
、
都
市
計
画
の
決
定
、
県
段
階
で

の
告
示
お
よ
び
縦
覧

九
、
計
画
予
算
承
認
で
着
工

現
在
、
ア
ク
セ
ス
道
路
は
素
案
作

成
の
準
備
段
階
で
あ
り
、
東
縦
貫
道

路
は
地
一
応
説
明
会
の
段
階
に
入
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
だ

一
部
の
集

落
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。国

道
一
五
八
号
線
に

つ
い
て

問

君
が
代
橋
か
ら
ニ
チ

コ
ン
(
株
)

大
野
工
場
に
至
る
聞
は
、
四
車
線
化

の
用
地
買
収
が
終
っ
て
い
る
が
ま
だ

一
部
し
か
四
車
線
化
が
で
き
て
い
な

い
。
こ
の
遅
れ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

筈

ニ
チ

コ
ン
(
株
)
大
野
工
場
か
ら

君
が
代
橋
聞
は
全
長
約
六

・
二
回
で

平
成
六
年
度
ま
で
に
約
三

・
四
回
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

残
り
の
二
・
八
回
は
、
整
備
計
画

が
未
定
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
早
期
に
整
備
計
画
区
間

に
組
み
入
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
要

望
し
て

い
く
。

議
案
番
号

第

四

十

九

号

第

五

十

第
五
十
一

第

五

十

二

号

第

五

十

三

号

第

五

十

四

号

第

五

十

五

号

第

五

十

六

号

第

五

十

七

号

第

五

十

八

号

第

五

十

九

号

第

六

十

号

第

六

十

市
会
案
第
九
号

市
会
案
第
十
号

市
会
案
第
十
一
号

市
会
案
第
士
専 号

治
山
事
業
の
促
進
に
関
す
る
意
見
書

イ牛

名

平
成
三
年
度
大
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
二
号
)
案

平
成
三
年
度
大
野
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
案

号

平
成
三
年
度
大
野
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
案

平
成
三
年
度
大
野
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

一
号
)
案

大
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
基
金
設
置
条

例
案

大
野
市
体
育
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

大
野
市
公
共
施
設
使
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

大
野
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ

い
て

平
成
二
年
度
大
野
市
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に

つ
い
て

平
成
二
年
度
大
野
市
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に

つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て非
核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書

第
八
次
治
水
事
業
五
カ
年
計
画
二
十
兆

円
満
額
確
保
に
関
す
る
意
見
書

結
原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

継
続
審
査

継
続
審
査

同同同原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

果

( 2 ) 

意意意



福
祉
対
策
に
つ
い
て

問
①
保
育
料
の
算
定
に
当
た
り
、

入
所
児
童
の
父
母
以
外
の
所
得
を
認

定
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
思

、
っ
，
刀
ど
、
っ
カ
。

①
当
市
に
は
高
齢
者
サ

l
ビ
ス
チ
ー

ム
を
設
置
し
て
あ
る
か
。
あ
る
の
な

ら
ば
、
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
。

①
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
へ
の
入
所

希
望
者
が
多
く
て
な
か
な
か
入
所
で

き
な
い
と
聞
く
が
、
そ
の
解
決
方
法

は
な
い
の
か
。

①
当
市
の
七
十
歳
以
上
の
人
で
、
老

人
性
白
内
障
に
か
か

っ
て

い
る
人
が

二
千
四
百
八
十
五
人
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
手
術
時
に
入
れ
る
眼
内

レ
ン
ズ
に
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

筈
①
保
育
料
の
算
定
基
準
に
な
る

aF 
究ヲ戸
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所
得
者
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
各
市

と
も
閉
じ
方
法
で
行

っ
て
い
る
。

法
改
正
の
過
渡
期
で
も
あ
り
、
今

後
は
国
・
県
の
方
針
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

②
百
向
齢
者
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
は
昭
和

六
十
二
年
に
設
置
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
の
構
成
は
民
生
委
員
、
保

健
婦
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
家
庭
奉

仕
員
、
施
設
代
表
と
行
政
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
い
施
策

を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

①
九
月
一
日
現
在
の
待
機
者
は
、
特

別
養
護
希
望
者
二
十
七
名
、
養
護
が

五
名
で
あ
る
。

近
く
、
福
祉
法
人
の
老
人
健
康
施

設
が
完
成
す
る
の
で
、
こ
う
し
た
施

設
へ
の
入
所
措
置
に
よ
り
待
機
者
が

減
少
す
る
と
思
う
。

①
当
市
で
は
助
成
し
て
い
な
い
が
、

今
後
固
ま
た
は
他
市
の
状
況
を
十
分

把
握
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

公
民
館
活
動
の
充
実
に

つ
い
て

問
公
民
館
活
動
の
充
実
に
向
け
て

大
野
公
民
館
を
現
在
地
か
ら
移
転
し

て
新
築
し
、
市
の
中
央
公
民
館
と
し

て
位
置
付
け
し
て
運
営
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
大
野
公
民
館
は
昭
和
四
十
一
年

に
完
成
し
て
す
で
に
二
十
五
年
を
経

過
し
て
い
る
。

そ
の
問
、
市
民
生
活
の
向
上
、
発

展
す
る
市
街
地
の
形
成
状
況
等
か
ら

現
在
の
位
置
も
構
造
も
、

多
様
化
す

る
教
育
需
要
の
増
大
に
対
応
し
難
い

と
認
識
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
市
街
地

整
備
基
本
計
画
の
実
施
計
画
の
中
で

考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
と
し
て
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向

と
し
て
小
学
校
区
単
位
の
公
民
館
設

置
の
考
え
も
あ
り
、
諸
般
の
状
況
を

踏
ま
え
関
係
者
と
協
議
を
図
り
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

大
東
染
工
の
移
転
に

つ
い
て

問
①
大
東
染
工
の
麻
生
嶋
へ
の
移

転
が
進
ん
で
い
る
が
、
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
全
工
場
の
移
転
で
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
、
っ
か
。

①
近
年
の
社
会
変
化
が
著
し
い
中
で

公
害
防
止
協
定
は
十
年
ぐ
ら
い
で
更

新
す
る
こ
と
が
適
当
と
思
う
が
、
ど

、つ
ノ
ム
川村
。

答
①
会
社
も
厳
し
い
経
営
環
境
の

中
に
あ
っ
て
鋭
意
努
力
し
て
お
り
、

昭
和
五
十
四
年
に
第
一
期
工
事
と
し

て
包
装
梱
(
こ
ん
)
包
部
門
が
、
昭

和
六
十
年
に
検
査
部
門
、
本
年
六
月

に
は
精
練
部
門
が
移
転
し
た
。

さ
ら
に
第
四
期
工
事
と
し
て
精
練

検
査
工
場
を
増
築
し
た
が
、
生
産
部

教育委員会委員の任命に同意

北容武夫氏 (45歳)

(牛ケ原 3-90) 

。。。人事案件。。。
門
の
主
要
で
あ
る
染
色
工
場
が
残

っ

て
お
り
、
こ
の
移
転
が
完
了
す
る
に

は
ま
だ
期
間
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

①
公
害
防
止
協
定
は
相
当
期
間
を

経
て
お
り
、
実
情
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
十
分
調
査
検
討
し
た
い
。

中
据
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て

問

①

今
ま
で
に
工
業
団
地
を
造
成

し
て
お
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
問
題

が
生
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

⑦
丹
羽
鉄
工
所
を
誘
致
す
る
場
所
を

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

①
丹
羽
鉄
工
所
が
当
市
に
立
地
す
る

の
は
、

T
-
N
・
W
な
の
か
丹
羽
鉄

工
所
だ
け
な
の
か
。

①
公
害
防
止
協
定
を
作
成
す
る
際
に

食
品
業
会
や

「
大
野
の
水
を
考
え
る

会
」
「
名
水
保
存
会
」
等
の
代
表
を

入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
①
昭
和
六
十
三
年
に
大
野
市
全

域
に
わ
た

っ
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
し
て
工
場
適
地
調
査
を
実
施 固定資産評価審査委員会委員

の選任に同意

人権擁護委員候補者の推薦に

同意

高 井 糟 ニ 氏 (58歳)

(平沢領家12-31)

明 石 種 子 氏 (69歳)

(中津川31-13-1) 

し
た
。
行
政
は
こ
の
報
告
書
を
参
考

に
し
な
が
ら
工
場
適
地
を
選
定
す
る

が
、
い
ず
れ
も
地
権
者
が
あ
り
軽
率

に
は
言
え
な
い
。

①
企
業
の
進
出
に
は
当
然
交
通
の
便

土
地
の
単
価
、
労
働
力
確
保
の
問
題

が
あ
る。

中
据
地
係
は
、
農
村
活
性
化
対
策

の
一
環
と
し
て
選
定
し
た
地
域
の
一

つ
で
あ
る
。

当
地
は
企
業
側
も
希
望
し
、
地
元

の
協
力
も
あ

っ
た
。
公
害
は
出
な
い

と
確
信
し
て
進
め
て
お
り
変
更
す
る

考
え
は
な
い
。

①
T
-
N
-
W
の
「
T
」
は
豊
田
自

動
織
機
、

J
N
L

は
丹
羽
鉄
工
所
で

当
然
企
業
の
資
料
に
基
づ
い
て
計
画

し
て
い
る
。

①
関
係
機
関
と
協
議
し
て
、
大
気
汚

染
、
水
質
汚
濁
、
悪
臭
等
を
勘
案
し

た
総
合
的
な
公
害
防
止
協
定
案
を
作

成
す
る
。

成
案
が
で
き
次
第
、
各
界
各
層
の

代
表
で
構
成
す
る
大
野
市
環
境
保
全

対
策
審
議
会
で
十
分
協
議
す
る
こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

( 3 ) 



*********本**本***********，・******

* * * * i 選挙管理委員を選挙 i 
* * * * 調ド

; 附 9日で任期満了となる選挙管 2 
2理委員及び補充委員の選挙が行われ、 z 
* 測候

:次の各氏が選ばれました。 2 
* * * * * * 2 0選挙管理委員 2 
3 長谷川研一氏 (68歳 本 町) : 

本

: 長谷川久氏(峨中保) : 

3 永田房子氏 (69歳新庄) : 
晶 島 甲t 松田孝信氏 (68歳 上 野) : 

* * * * 3 0補充員 * 
割R

， 
Z 北山由美子氏 (53歳牛ケ原) : 

j 皆川英樹氏 (57歳下据) ; 

2 稲津孝彦氏 (66歳南六日師) : 

i 坂田玉子氏(峨本町) : 

* * ********************耳障**本***ホ***

公
共
下
水
道
計
画
の

促
進
に
つ
い
て

問
当
市
の
公
共
下
水
道
計
画
で
は

市
街
地
を
第

一
期
事
業
と
し
て
、
十

年
間
で
完
成
し
た
い
と
し
て
い
る
が

終
末
処
理
場
用
地
の
確
保
や
環
境
施

設
計
画
、
さ
ら
に
は
下
庄
北
部
に
関

連
す
る
重
要
な
事
業
に
つ
い
て
総
合

的
な
計
画
を
立
て
、
地
域
住
民
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
、

①
計
画
が
ま
と
ま
る
時
期

①
用
地
取
得
の
時
期

①
工
事
着
工
年
度

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
①
下
庄
北
部
地
域
は
終
末
処
理

場
を
は
じ
め
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
・

東
縦
貫
道
路
の
整
備
、
工
業
団
地
造

成
等
、
多
く
の
重
要
事
業
が
集
中
し

て
い
る
た
め
、
庁
内
に
寸
下
庄
北
部

総
合
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
検

討
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
全
体
の

基
本
的
な
考
え
方
は
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ

た
。
白
河

ω終
末
処
理
場
建
設
予
定
地

の
確
定
で
決
ま
る
が
、
平
成
四
年
三

月
ま
で
に
予
定
地
に
関
係
す
る
方
々

の
了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
平
成
四
年

度
で
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き
を
行

い
平
成
五
年
度
に
は
事
業
認
可
と
国

の
事
業
採
択
を
得
て
着
工
と
な
る
。

し
原
処
理
施
設
に

つ
い
て

問
簡
易
水
洗
の
普
及
に
伴
う
処
理

対
象
物
の
質
的
変
化
と
く
み
取
り
量

の
増
加
に
対
す
る
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、
現
在
の
施
設
は
老
朽

化
が
進
み
、
処
理
能
カ
が
低
下
し
て

い
る
が
、
更
新
ま
た
は
改
造
す
る
考

え
は
な
い
か
。

筈
既
存
施
設
の
主
要
な
設
備
は
、

昭
和
四
十
六
年
度
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
老
朽
化
が
目
立
っ
て
い
る
。

処
理
対
象
物
も
質
的
変
化
が
著
し

く
、
か
か
る
状
況
か
ら
市
で
は
施
設

の
機
能
維
持
管
理
の
状
況
、
設
備
装

‘置
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
、
本

年
二
月
に
衛
生
処
理
場
の
精
密
機
能

検
査
を
実
施
し
た
。
施
設
が
更
新
さ

れ
る
ま
で
こ
れ
を
参
考
と
し
て
維
持

管
理
し
て
い
く。

地
域
老
人
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問
昨
年
、
福
祉
に
関
す
る
八
法
が

改
正
さ
れ
、
特
に
老
人
福
祉
法
で
は

平
成
五
年
四
月
ま
で
に
、
各
市
町
村

は

「地
域
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を

策
定
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組

む
方
策
と
し
て
「
高
齢
者
憲
章
」
を

制
定
し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
考

え
は
な
い
か
。

筈
現
在
、
県
に
お
い
て
こ
の
計
画

の
基
礎
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
平
成
四
年
度
ま
で

に
当
市
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策

定
し
た
い
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

仮
称
「
計
画
策
定
委
員
会」

の
設
置

を
考
え
て
い
る
。
憲
章
に

つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
制
定
す
る
考
え
は
な
い

が
、
今
後
検
討
し
た
い
。

請

願

五

号

陳
情
十

一
号

陳
情
十
二
号

陳
情
十
三
号

陳
情
十
四
号

陳
情
十
五
号

陳
情
十
六
号

陳
情
十
七
号

陳
情
十
八
号

継

続

分

陳

情

九

号

陳

情

十

号

新
町
区
の
集
会
所
建
設
に

つ
い
て

平
和
問
題
に
関
す
る
陳
情

書陳命IJ -， 

情度義
書」務

の教
堅育
持費
を国
求庫
め負
る担

新
町
区
長

山
本
龍
馬

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

福
井
県
連
合
会
会
長

花
津
和
賓
外
一
名

福
井
県
教
職
員
組
合

大
野
支
部
執
行
委
員
長

高
松
信
夫

市
立
集
会
所
の
建
設
に
つ

一
若
里
区
長

い

て

南

部

治

外

五

十

八

名

里
芋
の
基
金
造
成
増
額
要

望
に
つ
い
て

総
合
病
院
の
早
期
建
設
に

つ
い
て

上
五
条
方
公
民
館
の
改
築

に
つ
い
て

七
間
石
畳
舗
装
に
つ
い
て

の
陳
情
書

七
間
石
畳
舗
装
に
つ
い
て

の
陳
情
書

大
野
総
合
病
院

(医
誠
会

グ
ル
ー
プ
谷
幸
雄
申
請
)

の
誘
致
の
可
否
に
対
す
る

知
事
へ
の
具
申
に

つ
い
て

青
年
会
館
建
設
と
公
共
施

設
の
利
用
時
間
延
長
に
つ

い
て

安大
大定野
霞 事市
原業特

協産
登会野

会菜
外長生
二産
名

大
野
市
区
長
連
合
会

会
長

影
路
昭
治

外
二
十
六
名

上
五
条
方
区
代
表

建
石
信
治
外
五
名

七
問
商
庖
街
振
興
組
合

理
事
長

宮

本

弘

外

名

元
町
一

区
区
長

杉
本
夏
男

大
野
総
合
病
院
建
設

促
進
期
成
同
盟
会

安
田
武
雄

外
三
名

大
野
青
年
連
絡
会

会
長

北
川
和
文

( 4 ) 
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三
番
線
街
路
拡
張
に

つ
い
て

間

三

番

線

街

路

の
拡
張
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

①
拡
張
に
伴
う
物
件
と
移
転
先
は
。

①
整
備
完
了
は
い
つ
ご
ろ
か
。

①
観
光
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答

三

番

線

街

路

の
拡
張
計
画
は
、

駅
前
清
滝
線
と
の
交
差
点
か
ら
六
開

通
り
に
至
る
延
長
三
百
十

m
、
総
事

業
費
九
億
円
余
で
昭
和
六
十
三
年
度

か
ら
着
工
し
て
い
る
。

①
現
在
ま
で
に
、

移
転
予
定
件
数
、

買
収
予
定
面
積
等
の
三
分
の
一

程
度

が
解
決
し
た
状
況
で
あ
る
。

①
計
画
で
は
平
成
七
年
ま
で
に
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。

①
平
成
二
年
度
に
計
画
立
案
し
た
が

公
共
下
水
道
が
な
く
、
浄
化
槽
方
式

で
も
臭
気
等
に
問
題
が
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
、
隣
接
地
の
協
カ
や
土
地
の

提
供
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
断
念

l
)
た。

住
民
監
査
請
求
等
に

つ
い
て

問

住

民

監

査

請

求
や
住
民
訴
訟
が

起
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
長
の
政

治
姿
勢
が
間
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
と
思
う
。

こ
れ
に
対
し
市
長
は
ど

、7
考
え
て
い
る
の
か
。

筈

住

民

監

査

請
求
は
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
の
体
育
施
設
に
対
す
る
入
札
問

題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
決
議

市
議
会
は
、

真
の
恒
久
平
和
と
核
い
歴
史
的
使
命
を
担

っ
て

い
る
。

軍
縮
を
め
ざ
す
た
め
に
「
非
核
平
和
日
本
国
憲
法
の
平
和
を
求
め
戦
争

都
市
宣
言
L

を
全
会

一
致
で
可
決
し
を
放
棄
す
る
崇
高
な
理
念
に
基
づ
き
一

ま
し
た
。

未
来
へ
誇
り
う
る
郷
土
と
豊
か
な
暮

決
議
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ら
し
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

は、

我
々
の
責
務
で
あ
り
、
地
方
自

一

非
核
平
和
都
市
宣

言

治

の

基
本
的
理
念
で
も
あ
る
。

真
の
恒
久
平
和
と
安
全
の
願
い
は
、
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
国
是
で
あ
一

人
類
共
通
の
も
の
で

あ

る

。

る

「

核

兵
器
を
作
ら
ず
、
持
た
ず
、

今
日
、
核
軍
縮
へ
の
努
力
と

そ

の

持

ち
込
ま
せ
ず
」
の
非
核
三
原
則
を
一

成
果
は
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
堅
持
し
、
す
べ
て
の
国
の
核
兵
器
の
一

核
兵
器
に
よ
る
世
界
平
和
へ
の
脅
威
廃
絶
を
求
め
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

は

深

刻

な

も

の

が

あ

る

。

実

現

す

る

た

め

、

こ

こ

に

寸

非

核

平

一

我
が
国
は
、

世
界
唯

一
の

被

爆

国

和

都

市

宣
言
」
を
す
る
。

と
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
子
々
孫
々

に
伝
え
、
人
類
の
上
に

ふ

た

た

び

そ

平

成

三
一
年
九
月
二
十
日

の

惨

禍

を

繰

り

返

き

せ

て

は

い

け

な

大

野

市

議

会

公
表
は
で
き
な
い
が
、
明
確
な
ラ

ン
ク
付
け
の
名
簿
を
備
え
、
特
に
指

名
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
最
善

の

配
慮
を
し
て
い
る
し
、
厳
正
に
処
理

し
て
い
る
。

中
据
工
業
団
地
に
係
る
訴
訟
問
題

に
つ
い
て
は
、
今
後
裁
判
の
中
で
論

議
を
行
い
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

政
治
姿
勢
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

公
明
正
大
に
や
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
こ
う
し
た
問
題
に
も
十
分

配
慮
し
、
私
の
与
え
ら
れ
た
職
務
に

全
力
を
傾
注
し
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
る
。

高
齢
者
の
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

高
齢
者
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
小
さ
な
心
配
り
と
し
て

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
歩
道
と
車
道
の
段
差
が
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
ま
た
流
雪
溝
の
グ
レ
ー

チ
ン
グ
に
杖
(
つ
え
)
が
は
さ
ま
り
老

人
が
転
倒
す
る
事
例
が
多
い
と
聞
く

が
何
か
対
策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

②
路
線
パ
ス
に
替
わ
る
老
人
の
足
の

確
保
対
策
は
。

①
越
美
北
線
の
車
内
ト
イ
レ
が
廃
止

さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
替
わ
る
措
置
は

な
い
か
。

①
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
や
老
人
健
康
施

設
等
の
利
用
方
法
に

つ
い
て
、

手
引

き
書
の
発
行
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

筈

①

歩

行

者

の

安
全
管
理
上
か
ら

J
お
け
ポ
つ
{
討
に

JE

J

長
J
J

れ

れ
引

ft
p

F
4JA

三
|
の
か
で
フ
ご
っ

kvγ
い
い
、

r
r
J
f
t
i
u

W
V
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T
-京
J
A
W
ギ
ヘ
治

ド
-H

リ
ス
ノ
リ
マ
勺
P
1
r
'
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J
J
あ
り
ふ
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一
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J

ま

iγ
九
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一
う
'i
r
引
ば
や
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一
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x
v
E
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ま
り
て
い
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歩
道
と
車
道
の
区
別
と
し
て
一
定
の

段
差
が
必
要
で
あ
る
。
流
雪
溝
の
グ

レ
l
チ
ン
グ
の
ふ
た
は
冬
期
の
投
雪

の
た
め
地
元
の
要
望
で
設
置
し
て
い

る
。
今
後
の
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

工
事
施
行
の
際
、

特
に
歩
行
者
の
安

全
管
理
に

つ
い
て
十
分
配
慮
し
た
い
。

①
当
市
で
は
、
す
で
に
三
路
線
が
廃

止
と
な
っ
た
が
、
関
係
地
域
住
民
の

足
の
確
保
対
策
と
し
て
廃
止
路
線
の

代
替
パ
ス
を
運
行
し
て
い

る。

①
平
成
二
年
六
月

一
日
越
美
北
線
が

鉄
道
部
と
し
て
発
足
し
て
か
ら
ワ
ン

マ
ン
化
と
な
り
、
安
全
運
行
上
車
内

ト
イ
レ
が
廃
止
さ
れ
た
。

今
後
も
、

関
係
機
関
に
対
し
、
設

置
方
を
強
く
要
望
を
し
て
い
く
。

ど
う
し
て
も
ト
イ
レ
が
必
要
な
場

合
は
運
転
手
に
申
し
出
れ
ば
沿
線
の

大
き
な
二
つ
の
駅
(
東
郷
・
美
山
)
で

は
停
車
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

①
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
と
施
設
の
利
用

方
法
な
ら
び
に
在
宅
福
祉
に

つ
い
て

は
す
で
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

各
家
庭
に
配
布
し
て
い

る。

中
間
施
設
と
し
て
の
老
健
施
設
は

現
在
建
設
中
で
あ
り
、
完
成
し
た
段

階
で
市
報
等
に
掲
載
し
た
い
。

農
業
農
村
活
性
化
事
業

促
進
に
つ
い
て

( 5 ) 

問

昨

年
、
当
市
は

「
農
業
農
村
活

性
化
事
業
」
の
県
指
定
を
受
け
、
基

本
構
想
を
策
定
し
た
が
、

こ
の
構
想

を
実
施
す
る
行
政
の
熱
意
と
意
気
込

み
を
聞
き
た
い
。

答

基
本
構
想
の
内
容
と
し
て
は
、

基
幹
作
物
で
あ
る
米
の
生
産
コ
ス
ト

の
引
き
下
げ
、
土
地
の
合
理
的
高
度

利
用
、
農
地
流
動
・
集
約
化
、
農
作

業
の
自
由
委
託
の
推
進
、
農
機
具
の

効
率
利
用
を
図
る
生
産
組
織
づ
く
り

と
そ
の
育
成
、
集
落
営
農
の
推
進
等

多
く
の
計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

実
現
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
、
ま
た

支
援
も
し
て
い
き
た
い
。



-
総
務
常
任
委
員
会

O
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

「
平
和
問
題
に
関
す
る
陳
情
書
」

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
国
の
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り

そ
の
趣
旨
を
了
と
し
て
全
会
一
致
で

採
択
と
し
、
市
会
案
と
し
て
「
平
和

都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
を
提
出

す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

「
七
間
石
畳
舗
装
に
つ
い
て
L

の

二
件
の
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
早
期
着
工
・
完
成
を
要
望
す
る

も
の
で
、
予
算
付
け
も
あ
る
と
こ
ろ

平成二年度大野市各会計決算を

審査するため、決算特別委員会が

設置されました。

委

員

長

林

順

一

副
委
員
長

竹

内

安

在

委

員天

谷

光

治

牧
野
幸
太
郎

佐
々
木
一

夫

藤

田

護

で
あ
り
全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。

し
か
し
、
工
事
着
工
に
当
た
っ
て

は
地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
十

分
得
な
が
ら
施
行
す
べ
き
と
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

三
地
区
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
「
集

会
所
の
建
設
を
求
め
る
請
願
・
陳
情
し

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
集
落
単
位

の
市
立
集
会
所
建
設
を
要
望
す
る
も

の
で
あ
り
、
他
地
区
と
の
公
平
を
欠

く
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
今
後
理
事

者
に
お
い
て
集
会
所
の
建
設
計
画
を

確
立
す
る
ま
で
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
。

-
建
設
常
任
委
員
会

O
歴
史
の
路
整
備
工
事
費
に
つ
い
て

「
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
」
整
備

工
事
費
一
億
九
千
五
百
万
円
は
、
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
の

一
環
と
し
て
、

ま
た
ハ
イ
マ

l
ト
二
十

一
事
業
と
の

水行政対策特別委員会の野田委

員長、佐々木副委員長の辞任に伴

い、新たに委員長に佐々木一夫議

員、副委員長に坂元千秋議員が互

選されました。

絡
み
か
ら
も
、
賛
成
多
数
で
原
案
を

可
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

な
お
、
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は、

除
雪
等
に
関
す
る
嘆
願
書
の
提
出
も

あ
り
、
関
係
住
民
の
理
解
と
協
力
を

得
て
工
事
の
施
行
に
当
た
る
よ
う
に

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

-
産
業
経
済
常
任
委
員
会

O
陳
情
に
つ
い
て

今
回
、
大
野
市
特
産
野
菜
生
産
安

定
事
業
協
会
等
か
ら
「
里
芋
の
基
金

造
成
増
額
要
望
に
つ
い
て
」
の
陳
情

書
か
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
基
金
の
趣
旨
は
、
里
芋
の
価

格
が
下
落
し
た
場
合
に
、
そ
の
価
格

差
の

一
部
を
基
金
の
果
実
よ
り
補
填

(て
ん
)
し
て
、
生
産
者
を
救
済
し

よ
う
と
い
う
も
の
あ
る
。
し
か
し
、

現
在
、
里
芋
の
収
量
の
増
加
の
た
め

に
努
力
し
て
い
る
団
体
等
も
あ
り
、

こ
う
し
た
団
体
に
も
こ
の
基
金
の
果

実
運
用
を
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た。

-
教
育
民
生
常
任
委
員
会

O
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
金
に
つ

い
て今

回
、
明
治
公
園
テ

ニ
ス
場
の
新

設
に
伴
い
、
大
野
市
公
共
施
設
使
用

料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
案
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
改
正
案
の
中
に
高
校
生
以
下

の
生
徒
か
ら
も
使
用
料
を
徴
収
す
る

規
定
が
あ
る
が
、
本
来
、
こ

の
施
設

は
利
益
を
追
及
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の
体
力

の
増
進
を
目
的
と
し
て
造
ら
れ
た
施

設
で
あ
る
以
上、

所
得
の
な
い
生
徒

か
ら
使
用
料
を
徴
収
す
る
べ
き
で
は

な
く
、
減
免
規
定
の
適
用
な
ど
弾
力

的
な
運
用
を
望
む
と
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。

O
粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
施
設
設
置
に
つ

い
て粗

大
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
大
型
破
砕

施
設
を
設
置
す
る
た
め
の
計
画
書
の

作
成
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
大
型
破
砕
機
の
導
入
以
前
の
問

題
と
し
て
、
粗
大
ゴ
ミ
も
含
め
た
ゴ

ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
で
あ
り
、

市
民
に
「
自
分
で
出
し
た
ゴ

ミ
は
自

分
が
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
自
覚
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
清
掃
事
務
所
が
リ
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
っ
て
、
は

っ
き
り

し
た
ゴ

ミ
処
理
の
基
本
計
画
を
立
て

区
長
会
、
婦
人
会
、
事
業
者
等
も
含

め
た
各
種
団
体
の
協
力
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
が
先
決
で
は
な
い
の
か
と

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
大
型
破
砕
機
の
導
入

に
当
た

っ
て
は
、
そ
の
計
画
立
案
の

際
、
当
委
員
会
と
十
分
協
議
し
て
機

種
を
選
定
す
る
こ
と
で
意
見
の

一
致

を
み
た
。

-
総
合
病
院
対
策

特
別
委
員
会

( 6 ) 

O
陳
情
に
つ
い
て

大
野
市
区
長
連
合
会
か
ら
提
出
の

「総
合
病
院
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
」

は
、
総
合
病
院
の
建
設
は
市
民
の
悲

願
で
あ
り
、
切
実
な
要
望
で
あ
る
こ

と
か
ら
そ
の
願
意
を
了
と
し
、
全
会

一
致
で
採
択
と
決
し
た
。

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

「大
野
総
合
病
院
の
誘
致
の
可
否
に

対
す
る
知
事
へ
の
具
申
に
つ
い
て
」

は
、
理
事
者
も
県
に
対
し
強
く
そ
の

対
応
を
求
め
て
お
り
、
今
後
、
あ
る

程
度
の
方
向
が
示
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
判
断
か
ら
、
引
き
続
き
そ

の
推
移
を
見
る
た
め
、
賛
成
多
数
で

継
続
審
査
と
な

っ
た。


